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Ⅰ 計画策定にあたって

安心な暮らしづくり 豊かな地域づくり

新たな経済成長

人づくり

●安心な暮らしづくり●安心な暮らしづくり

行政の第一の役割は，民間では行政の第一の役割は，民間では
難しい公共サービスの提供など難しい公共サービスの提供など
により，県民の暮らしの安心をにより，県民の暮らしの安心を
確保することです。確保することです。

●新たな経済成長●新たな経済成長

人口減少の中で社会を維持して人口減少の中で社会を維持して
いくには，イノベーションを通いくには，イノベーションを通
じて強い経済をつくり，魅力あじて強い経済をつくり，魅力あ
る雇用を創出する必要がありまる雇用を創出する必要がありま
す。す。

●人づくり●人づくり

経済，医療，福祉，教育など，経済，医療，福祉，教育など，
あらゆる分野での力の源泉はあらゆる分野での力の源泉は
「人」です。「人」です。

●豊かな地域づくり●豊かな地域づくり

地域の特性や資源を活用し，ほ地域の特性や資源を活用し，ほ
かにはない魅力を創出しながら，かにはない魅力を創出しながら，
新たな活力を生み出していくこ新たな活力を生み出していくこ
とが求められます。とが求められます。

～県民の力とイノベーションで未来をつくる～

　本県の道路は，「広島県県道整備計画（S57）」以降，数次に渡る整備計画により着実な整備を進めてきました。
　平成26年度には中国横断自動車道尾道松江線などの完成により，本県道路網の骨格となる井桁状の高速道路ネッ
トワークが完成する予定となっています。
　しかし，都市部の渋滞や，市町村合併に伴う中心地へのアクセスなど，克服すべき課題も多く，「ひろしま未来
チャレンジビジョン」が目指す県土の将来像を実現するための重要な基礎インフラである道路整備を，引き続き進
めていく必要があります。
　さらに，施設の老朽化等といった新たな課題にも適切に対応するため，「社会資本未来プラン」で示された社会
資本マネジメント方針に従い，道路分野の整備計画である「広島県道路整備計画2008」を改訂し，「広島県道路整
備計画2011」を策定しました。

平成22年10月

　おおむね10年後を展望し，現在本県が直面している課題や今後深刻な影響を受けるおそれがあ
る問題に対して有効な手立てが講じられない場合に予測される将来を明らかにしたうえで，県民
みんなで目指す姿（将来像）を描き，これを実現する取組の方向や戦略を示したものです。

将来にわたって「広島に生まれ，育ち，住み，働いて良かった」と心から思える広島県の実現

■策定年月■策定年月

■基本構成基本構成

■基本理念基本理念

■目指す姿の実現に向けた4つの挑戦■目指す姿の実現に向けた4つの挑戦

■4■4つの挑戦を具体化し推進する上での視点
　

　「人づくり」，「新たな経済成長」，「安心な暮らしづくり」，「豊かな地域づくり」の4つの分野ご
とに「目指す姿（将来像）」を掲げ，本県の「強み」を最大限に生かして様々な「挑戦」を行います。

上 位 計 画 の 概 要2

計 画 策 定 の 背 景1

1　「強み」を生かした活力の創出　　　　　2　「イノベーション」による新たな価値の創造
3　「グローバル化」への的確な対応　　　　4　「県民主体」の新たな広島県づくり
5　市町及び近隣県との「連携」

ひろしま未来チャレンジビジョン

4分野の循環概念図

■策定年月

■策定の趣旨

■プランの期間

■基本構成

社会資本未来プラン 目
指
す
姿
の
実
現

ビジョンの実現を支えるための社会資本マネジメントの基本方針

３つのマネジメント方針を効果的に進めるための施策・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
【事業ごとの整備計画の策定・ﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨの設定】

基本方針
（テーマ・施策の柱）

の設定

総
合
評
価
の
実
施

事
業
実
施
箇
所
の
選
定

（
実
施
計
画
の
策
定
）



計画策定にあたって
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Ⅰ

社会潮流・

本県の特性

社会資本

の現状

年
後
の
社
会
資
本
の
あ
る
べ
き
姿

社会資本マネジメント方針
「
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
目
指
し
て
い
る
姿
の
実
現

■策定年月■策定年月

■策定の趣旨■策定の趣旨

■プランの期間■プランの期間

■基本構成■基本構成

平成23年3月

　「ひろしま未来チャレンジビジョン」が目指す県土の将来像を実現するため，土木局・都市
局が担う今後の社会資本マネジメントの基本方針を定めたものです。

　プランの計画期間は，広島県総合計画「ひろしま未来チャレンジビジョン」が，おおむね10
年後を展望して策定されたものであることから，10年間（平成23～32年度）とします。

社会資本未来プラン　～戦略的な投資とマネジメントの最適化～

①広域的な交流・連携基盤の強化
②集客・交流機能の強化とブランド力向上
③環境保全と循環型社会の構築
④防災・減災対策の充実・強化
⑤自立した生活ができる環境の整備
⑥総合的な交通安全対策の推進
⑦持続可能なまちづくり

①既存ストックの機能改善等
②ハードとソフト対策の一体的な取り組み

①アセットマネジメントシステムを活用し
    た維持管理計画の策定と推進
②新たな公との連携の推進

①コスト構造改善
②多様な主体との連携
③施策の点検
④事業ごとの整備計画の策定
⑤社会資本整備のプライオリ
　ティーの設定

社会資本整備の重点化

社会資本ストックの有効活用

社会資本の適正な維持管理

効
果
的
に
進
め
る
た
め
の
施
策
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

(

コ
ス
ト
構
造
改
善
策
）

10

「強み」と「潜在能力」を最大限に活かし，最少の経費で最大の効果を発揮「強み」と「潜在能力」を最大限に活かし，最少の経費で最大の効果を発揮

ひろしま未来チャレンジビジョン　～目指す姿の実現に向けた４つの挑戦～

豊かな地域づくり

安心な暮らしづくり

新たな経済成長

人づくり 社会資本未来プラン社会資本未来プラン 目
指
す
姿
の
実
現

目
指
す
姿
の
実
現

ビジョンの実現を支えるための社会資本マネジメントの基本方針ビジョンの実現を支えるための社会資本マネジメントの基本方針

３つのマネジメント方針を効果的に進めるための施策・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ３つのマネジメント方針を効果的に進めるための施策・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
【事業ごとの整備計画の策定・ﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨの設定】【事業ごとの整備計画の策定・ﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨの設定】

広島県道路整備計画2011

整備計画の基本方針（４つのテーマと６つの施策）

広島県道路整備計画2011の策定の流れ

上位計画（ひろしま未来チャレンジビジョン・社会資本未来プラン）を踏まえて策定

本県道路の現状
強みと弱み

取り組むべき課題の抽出

将来像の設定
（あるべき姿）

視点
（検討の方向性）

基本方針基本方針
（テーマ・施策の柱）（テーマ・施策の柱）

の設定の設定

総
合
評
価
の
実
施

総
合
評
価
の
実
施

事
業
実
施
箇
所
の
選
定

事
業
実
施
箇
所
の
選
定

（
実
施
計
画
の
策
定
）

（
実
施
計
画
の
策
定
）

道路整備調整会議により市町の意見聴取
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Ⅱ 本県道路の現状と課題
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旧市町村境

新市町村境(H18.3.1現在)

旧市町村名(　 )

市町村関連凡例

道路網凡例

高規格幹線道路等

地域高規格道路

国道

主要地方道

実線（供用）

破線（未供用）

工業団地凡例

Ｈ２６年度末達成

Ｈ２２年度末達成

Ｈ２６年度末未達成

本県の道路を取り巻く現状について，活かすべき「強み」と克服すべき「弱み」は次のとおりです。

●広島空港・広島港発着の定期路線や新幹線，高速道路等の発達した国内外との広域交通ネットワーク

●平成26年度までに完成する県境を越える井桁状の高速道路
　ネットワーク

●全国上位の高速自動車国道延長（全国5位）　　　　　　　　　　●自転車で本州から四国へ渡ることができるしまなみ海道                      

●全国7位の県道実延長（3,668km）

●20分以内でＩＣアクセスできる92の産業団地
　産業団地アクセスに関して，対象となっている工業団地については，
県内に存在する108の産業団地を対象としております。県営の団地，市
町営の団地，民営の団地を広く対象としています。（H22末）

　

本 県 道 路 の 現 状 ～ 強 み と 弱 み1

強　み

井桁状高速道路
ネットワーク

　●架橋事業の推進により約8割の離島地域が本土と陸続きに
　　平成20年度に供用開始した豊島大橋により，平成21年度末
　までの離島指定解除を累積すると，約８割（面積及び人口）
　の離島地域が指定解除となっています。

豊島大橋

しまなみ海道の自転車道

20分以内でICアクセスできる産業団地 H31年度(2019)において
架設後50年以上経過

H41年度(2029)において
架設後50年以上経過

H21年度(2009)において
架設後50年以上経過

1,182橋　約29％

2,134橋　約52％ 2,716橋　約66％

区分 実延長
(ｋｍ )

備考

全国 129,377
1 北海道 11,751 ，2 新潟県 4,653 ，
3 兵庫県 4,397 ， 4 愛知県 4,222 ，
5 福島県 4,105 ， 6 長野県 3,869 ，

うち
広島県

3,668 7 広島県 3,668 ， 8 岡山県 3,646 ，
9 鹿児島県 3,516

出典：道路統計年報 2010（H21.4.1 現在）より

区分 供用延長(ｋｍ) 備考
全国 1北海道 581，2 新潟県 408，
うち
広島県

3福島県 334，4 長野県 311，
5 広島県 299，6 岡山県 294

出典：道路統計年報 2010（H21.4.1 現在）より

7,642

299



Ⅱ 本県道路の現状と課題
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●高速道路等の交通渋滞に弱い空港アクセス　　　　　　●26.6％で全国平均を下回る一般県道の歩道設置率

　　　　　　　　　　　　　　　　

●主要な道路を中心とした58箇所の主要渋滞ポイント

●要整備延長が140ｋｍ残っており，橋梁耐震補強の整備率が90.5％に留まる緊急輸送道路（H22末）

●国・県道の改良率73.2％（全国26位）

・改良率の上位～１北海道95.1％，2沖縄県91.6％，3埼玉県86.9％，4大阪府86.5％，5東京都86.2％

●鉄道により市街地が分断され，都市機能が著しく阻害されている広島市東部地区

●市町村合併に伴い77％に留まる新市町中心地へ30分でアクセス可能な人口（H22末）

●バス路線の未整備道路延長が78ｋｍ存在（H22末）

●建設後50年を超える橋梁数が，今後20年間で2倍以上に急増（H21末）

　

弱　み

山陽道の渋滞状況
（西日本高速道路（株）中国支社提供）

建設年度別の橋梁数分布

出典：広島県橋梁長寿命化修繕計画（H23.5)
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鋼橋

コンクリート橋等

累積H31年度(2019)においてH31年度(2019)において
架設後50年以上経過架設後50年以上経過

H41年度(2029)においてH41年度(2029)において
架設後50年以上経過架設後50年以上経過

H21年度(2009)においてH21年度(2009)において
架設後50年以上経過架設後50年以上経過

橋
梁
数

累
積
橋
梁
数

1,182橋　約29％1,182橋　約29％

2,134橋　約52％2,134橋　約52％ 2,716橋　約66％2,716橋　約66％

（要整備延長は2次改築を含む。橋梁耐震補強は，S55年以前の道路橋示方書により設計された橋梁を対象としている。）

広島県

区分 路線数 実延長（ｋｍ） 順位 整備率 順位 改良率 順位

一般国道（指定区間） 11 399.7 17位 46.0% 24位 100.0% 1位
一般国道（指定区間外） 18 1,066.1 6位 73.6% 13位 90.0% 21位
主要地方道 76 1,609.9 7位 69.3% 8位 80.4% 17位
一般県道 288 2,058.3 8位 49.9% 28位 53.6% 31位

5,134.0 7位 60.6% 14位 73.2% 26位
※改良率は，車道幅員が5.5km以上の延長で算出したもの
出典：道路統計年報2010（H21.4.1現在）より

国・県道計（指定区間含む）

区分 単位 全国 広島県 順位
歩道設置率（一般国道指定区間） % 68.4 68.1 36
〃 （一般国道指定区間外） % 53.4 61.8 14
〃 （主要地方道） % 45.0 50.0 12
〃 （一般県道） % 31.3 26.6 27
出典：道路統計年報 2010（H21.4.1 現在）より

（比率＝歩道設置道路実延長≒実延長）
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Ⅱ 本県道路の現状と課題

宮島口付近(廿日市市)渋滞状況

井桁状高速道路
ネットワーク

入江大橋(福山港：福山市)渋滞状況

取 り 組 む べ き 課 題2

広域交通ネットワークの構築   題課 1

完成間近な井桁状高速道路ネットワーク

産業活動への支援題課 2

産業支援インフラ・観光支援インフラによる産業活性化

　県内外の広域連携に資するための交流・連携基盤の構築が必要であり，広島県の広域交通網等の「強み」を発揮できるよう，
早期の完成が必要となっています。合わせて，高速道路ネットワークを活かすための高速道路インターチェンジへのアクセス道
路の整備が必要となっています。

　新たな活力を生み出すための，経済成長を支える産業インフラの強化が必要となっています。
　また，県内の豊かで魅力ある観光資源を活かし，観光振興による交流人口を拡大するため，観光産業への支援が必要となって
います。

　本県の道路の現状を踏まえた課題は次のとおりです。

第一次緊急輸送道路

第二次緊急輸送道路

第三次緊急輸送道路
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豪雨に伴う落石発生
（国）186号（2006年６月）

高い水準の交通事故発生状況

安全・安心な道づくり題課 3

多発する自然災害に対する防災意識の高まり

　本県の地形的な制約から，事前通行規制区間が多く存在し
異常気象による災害や通行規制が頻繁に発生するなど，災害
に強い道路整備が必要となっています。

　地震発生時等に円滑な緊急輸送を実現するための緊急輸送
道路網の充実や耐震性の向上などが必要となっています。

　県内の交通事故発生状況は依然として年間16,000件を超
えるなど高い水準にあり，通学路の歩道整備など安全な道
路空間の整備が必要となっています。

中国地方５県の事前通行規制区間延長（Ｈ21.4.1現在）

広島県内の年別交通事故発生状況

第一次緊急輸送道路 県庁所在地，地方中心都市及び重要港湾，空港，
総合病院等を連絡する道路

第二次緊急輸送道路 第一次緊急輸送道路と市町村役場，主要な防災
拠点を連絡する道路

第三次緊急輸送道路 その他道路（第一・二次緊急輸送道路と防災拠
点を相互に連絡する道路）
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広島県
（4,131km)

岡山県
（3,653km）

山口県
（3,378km）

島根県
（3,081km）

鳥取県
（1,935km）

(     )：県管理道路延長

広島県

交通事故の状況（平成22年）

全国平均
103
15,442
19,068

区分
死者数（人）
発生件数（件）
負傷者数（人）

127（全国15位）
16,546（全国13位）
20,653（全国14位）

出典：広島県警ＨＰ

交通事故は近年減少傾向
にあるものの，発生件数
で16,000件・負傷者数で
20,000人（年間）を超え
ています。

出典：警察庁ＨＰ

緊急輸送道路網図（Ｈ19.3）
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Ⅱ 本県道路の現状と課題

▼凡例

H22年度末新市町中心地30分交通圏

新市町の市役所・町役場

新市町境界

小学校区境界

都市部・中山間地域の課題題 課 4

58

中山間地における集落維持の深刻化

都市部の渋滞

　県内には主要渋滞ポイントが58箇所あり，県内産業活動などに多大な影響を及ぼしており，早急な渋滞対策が必要となってい
ます。

　過疎化・高齢化が進行する中山間地域では，合併による行政区域の拡大もあり，ライフラインとしての道路の役割が重要となっ
ています。

広島市

国道２号（海田大正交差点）

福山市

（主）福山沼隈線
　　　　　（洗谷交差点）

（主）音戸倉橋線（呉市倉橋町）

新市町中心地30分交通圏

新市町中心地30分交通圏

　人口ベース　　　77.0％　　221.6万人/287.7万人

　面積ベース　　　65.8％　　   5,577km / 8,477km　  22

区分　　　  カバー率　　備考（カバー/全体）

（国）375号（三次市作木町）

H31年度(2019)において
架設後50年以上経過

H41年度(2029)において
架設後50年以上経過

H21年度(2009)において
架設後50年以上経過

1,182橋　約29％

2,134橋　約52％ 2,716橋　約66％
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Ⅱ

更新時代への対応題 課 6

限られた予算と既存施設の有効活用題 課 5

（国）2号（尾道市新浜)
　鋼橋　橋長18.0m
　1967年供用

道路ストックの急激な老朽化

厳しい財政状況

　厳しい財政状況の中，設計・施工・維持管理までの徹底したコスト縮減を図ると共に，地域の実情に応じ，既存施設の有効活
用を図ることが必要となっています。

　今後の集中的な更新時期の到来に備え，計画的・効率的に予防保全を行なうアセットマネジメントの推進が必要となっていま
す。

塩害により，銅材が腐食し，板厚が減っている。

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26百万円

補助公共・単独公共（建設）等 単独公共（維持） 国直轄事業負担金

道路事業費の推移

※H24以降は中期財政健全化計画等に基づく試算

H26は
H10の             以下1/3

建設50年以上の橋梁箇所数の増加建設年度別の橋梁数分布

塩害による主桁断面減少

　広島県が管理する橋梁は平成21年度末現在で4,118橋あります。このうち，建設後50年を
経過する高齢化橋梁は1,182橋で，全体の約29％を占めています。今後20年後には，この割
合が約66％を占め，老朽化した橋梁が急速に増大します。

建設後 50 年以上の橋梁数

H41 年度（20 年後）H31 年度（10 年後）H21 年度（現況）

1,182 橋
約 29% 2，134 橋

約 52%
2，716 橋
約 66%
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鋼橋

コンクリート橋等

累積

H31年度(2019)においてH31年度(2019)において
架設後50年以上経過架設後50年以上経過

H41年度(2029)においてH41年度(2029)において
架設後50年以上経過架設後50年以上経過

H21年度(2009)においてH21年度(2009)において
架設後50年以上経過架設後50年以上経過

橋
梁
数

累
積
橋
梁
数

1,182橋　約29％1,182橋　約29％

2,134橋　約52％2,134橋　約52％ 2,716橋　約66％2,716橋　約66％
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Ⅲ 本県道路のあるべき姿
　本県の道路の現状と課題に基づき，「ひろしま未来チャレンジビジョン」が目指す姿や「社会資本未来プラン」
の社会資本のあるべき姿において示された本県道路の概ね10年後のあるべき姿は次のとおりです。

物流基盤

広域交通

中枢拠点性

観光基盤

観光基盤 交通安全

井桁状の高速道路ネットワークの完成

1　広域交通ネットワークの構築

2　産業活動への支援

3　安全・安心な道づくり

陸・海・空が一体化した利用しやすい広域的なネットワークが形成され，
海外との取引が活発化することで，アジアを中心とする海外成長市場の
獲得が進み，世界に向けて大きく羽ばたいています。

県境を越えて，「ひと」が集まり，「ひと」と「まち」がつながる
ことにより，商業，医療，行政等の様々な機能が集積し，中四国
地方を強力に牽引する広島県となっています。

陸・海・空からのアクセス基盤が整備され，
国内外からの観光交流人口の増加や観光地
間の周遊性をもたらすことにより，裾野の広
い観光産業が発展しています。

観光支援インフラが整備され，「ひろしまブ
ランド」や「瀬戸内ブランド」を確立してい
ます。

通学路や通行上危険な箇所を中心に，
安全で安心な交通環境の整備が進み，
交通事故が減少しています。

物流基盤の充実により，「モノ」が
集まり，企業活動が支えられ，経済
基盤の強化が進んでいます。

・高速ＩＣへ20分でアクセスできる県内産業団地数の増加

・県内全体に広がる井桁状の高速道路ネットワークの完成

・広島市2時間（自動車）交通圏人口拡大
・中国地方全土から広島空港を利用

・高速ＩＣから20分でアクセスできる観光地数が増加

・しまなみサイクリングロードの魅力向上
・世界遺産（厳島神社）の玄関口の利便性向上 ・事故危険箇所の対策の進展

・児童や高齢者等にやさしい交通安全対策の充実

※広島県以外の区域は，現在供用している区間，及び国が
　公表している平成27年度までの供用予定区間を実線で
　掲載しています。
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都市地域

防災・減災生活環境

中山間地域

・主要施設周辺道路のバリアフリー化が進展
・緊急輸送道路の整備が進展
・緊急輸送道路の耐震補強・法面対策などの防災対策が進展

・混雑区間の解消の進展

・市町中心地への30分交通圏人口拡大

広島高速道路が完成

東広島・呉自動車道が全通

尾道松江線が全通

環境保全

・混雑区間の解消の進展

4　都市部・中山間地域

都市地域においては，機能的で魅力的な市街地や施設等が整備され
ることにより，都市機能が充実したコンパクトで利便性の高いまち
の形成が進み，にぎわいが創出されています。

災害時における県民の生命・身体・財産への被害を最小限に
するための県土づくりが進むとともに，災害時の避難路及び，
救援物資などの輸送路である緊急輸送道路の整備が進むとと
もに，橋梁の耐震補強や法面の防災対策が進展しています。

住宅や主要施設周辺のバリアフリー
化率が高まり，支援や看護が必要な人
が，地域で安心して生活できる環境の
整備が進んでいます。

中山間地域においては，地域の自立を支える生活交通の円滑化により，日常生活圏が
維持されるとともに，地域連携を支える広域交通網により，市町中心地などへのアク
セス性が確保され，都市的サービスを享受できる環境の整備が進んでいます。

交通渋滞の緩和により，自動車から排
出される CO  等が減少し，大気環境の
保全が進んでいます。

2
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Ⅳ 計画の基本方針と実施計画

ⅰ　広域交通ネットワークの確立
ⅱ　集客・交流機能の強化
ⅲ　災害に強い道路ネットワークの構築
ⅳ　安心できる道路空間の形成
ⅴ　地域の自立や活力を支える道路の整備
ⅵ　道路機能の有効活用

 ６ つ の 施 策 の 柱４ つ の テ ー マ

　道路を取り巻く様々な課題を踏まえ，計画策定にあたり必要な視点，本県のあるべき姿を考える上での検討の方
向性は次のとおりです。

  施 策 体 系 3

1 計 画 策 定 に お け る 課 題 と 視 点1

Ⅰ　広域的な交流・連携機能の強化Ⅰ　広域的な交流・連携機能の強化
Ⅱ　産業活動の活性化や交流・連携機能の充実Ⅱ　産業活動の活性化や交流・連携機能の充実
Ⅲ　安全で安心な暮らしの実現Ⅲ　安全で安心な暮らしの実現
Ⅳ　市町村合併後のまちづくりⅣ　市町村合併後のまちづくり
Ⅴ　既存ストックの徹底的な利活用Ⅴ　既存ストックの徹底的な利活用
Ⅵ　増大する維持管理費の平準化Ⅵ　増大する維持管理費の平準化

視　点視　点

Ⅰ　広域交通ネットワークの構築
Ⅱ　産業活動への支援
Ⅲ　安全・安心な道づくり
Ⅳ　都市部・中山間地域の課題
Ⅴ　限られた予算と既存施設の有効活用
Ⅵ　更新時代への対応

道路環境をめぐる課題

新

た

な

経

済

成

長

豊

か

な

地

域

づ

く

り

安

心

な

暮

ら

し

づ

く

り

社会資本整備の重点化

①広域的な交流・連携基盤の強化
■企業活動を支える物流基盤の充実
■グローバルゲートウェイ機能の強化
■「ひと・まち」をつなぐ広域道路ネットワークの構築

②集客・交流機能の強化とブランド力向上
■県内の観光資源をつなぐネットワーク形成
■観光インフラの充実

③環境保全と循環型社会の構築

④防災・減災対策の充実・強化
■安全・安心な県土づくり
■緊急輸送ネットワークの充実
■耐震化促進による地震防災対策

⑤自立した生活ができる環境の整備
■主要施設周辺のバリアフリー化の推進

⑥総合的な交通安全対策の推進
■安心できる道路空間の形成（歩道）

⑦持続可能なまちづくり
ア 都市地域
■　渋滞を緩和する道路の改善及び市街地を一体化する鉄道
との立体交差化

■交通需要マネジメント等の推進
イ 中山間地域
■中心市と周辺地域の連携を支えるインフラ整備
■市町中心地とその周辺部の連携を強化する合併後の地域
づくりを支えるインフラ整備

■中山間地域の自立を支える交通円滑化と都市的サービス
を享受できる広域交通網等の確保

※道路事業関係を記載

社会資本ストックの有効活用

社会資本の適正な維持管理

産業活動への支援

広域交通ネット
ワークの構築

安全・安心な

道づくり

都市部・
中山間地域
の課題

更新時代への対応

限られた予算と
既存施設の有効活用

ひと・まちを
「つなぐ」

みち

暮らしを
「守る」

みち

地域を
「支える」

みち

今ある
みちを

「活かす」

道路環境をめぐる課題ひろしま未来
チャレンジビジョン 社会資本未来プラン～社会資本マネジメントの3つの方針
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ⅰ　広域交通ネットワークの確立ⅰ　広域交通ネットワークの確立
ⅱ　集客・交流機能の強化ⅱ　集客・交流機能の強化
ⅲ　災害に強い道路ネットワークの構築ⅲ　災害に強い道路ネットワークの構築
ⅳ　安心できる道路空間の形成ⅳ　安心できる道路空間の形成
ⅴ　地域の自立や活力を支える道路の整備ⅴ　地域の自立や活力を支える道路の整備
ⅵ　道路機能の有効活用ⅵ　道路機能の有効活用

 ６ つ の 施 策 の 柱 ６ つ の 施 策 の 柱

Ⅰ　ひと・まちを「つなぐ」みち

Ⅱ　暮らしを「守る」みち

Ⅲ　地域を「支える」みち

Ⅳ　今あるみちを「活かす」

４ つ の テ ー マ４ つ の テ ー マ

　本県が直面する課題に対応するため，次の４つのテーマと６つの施策の柱のもとに，道路を総合的にマネジメン
トする計画として「広島県道路整備計画2011」を策定し，推進します。

1 計 画 の 基 本 方 針2

計画の体系

計画期間

Ⅰ　広域的な交流・連携機能の強化
Ⅱ　産業活動の活性化や交流・連携機能の充実
Ⅲ　安全で安心な暮らしの実現
Ⅳ　市町村合併後のまちづくり
Ⅴ　既存ストックの徹底的な利活用
Ⅵ　増大する維持管理費の平準化

視　点 　平成23（2011）年度～平成27（2015）年度の５年間

安 全 で 安 心 な

暮 ら し の 実 現

市 町 村 合 併 後 の

ま ち づ く り

広 域 的 な 交 流 ・

連 携 機 能 の 強 化

産業活動の活性化や

交流・連携機能の充実

増大する維持管理費の

平 準 化

既 存 ス ト ッ ク の

徹 底 的 な 利 活 用

集客・交流機能の強化
観光産業への支援

広域交通ネットワークの確立
広域的な交流・連携基盤の構築
グローバルゲートウェイ（空港・港）への
アクセス強化
物流機能の強化

地域の自立や活力を支える
道路の整備

都市を支える道路の整備
中山間地域を支える道路の整備
合併後のまちづくりを支える道路の整備

道路機能の有効活用
既存道路の再生改良
戦略的な維持管理への転換
使えるハイウェイ施策の推進
交通需要マネジメントの導入
道路を通じた地域振興の推進

災害に強い
道路ネットワークの構築

安全な道路の整備

安心できる道路空間の形成
安心な道路の整備
豊かな生活環境の創造

ひと・まちをひと・まちを
「つなぐ」「つなぐ」

みちみち

暮らしを暮らしを
「守る」「守る」

みちみち

地域を地域を
「支える」「支える」

みちみち

今ある今ある
みちをみちを

「活かす」「活かす」

視点 整備計画の基本方針（4つのテーマと6つの施策の柱）
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Ⅳ 計画の基本方針と実施計画

　早期の整備効果発現に向けて“選択と集中”を徹底するため，全ての事業箇所を対象に，「事業進捗に応じた事業
熟度」や「費用対効果（Ｂ/Ｃ）」，整備計画の基本方針に基づいた「施策項目への貢献度」の３項目による客観
的な総合評価を実施し，整備の優先順位を明確にした上で，優先度の高い箇所から順に整備を進めます。

1 総 合 評 価 の 実 施  4

●道路整備調整会議の開催

総合評価結果による事業実施箇所の選定事業箇所毎の優先順位（得点化）イメージ

道路・街路事業における評価手法

総合評価

事業熟度評価 整備効果

費用対効果 施策項目への
貢献度評価

施策項目への貢献度評価において，事業箇所①は空港へのアクセスと高速ＩＣへの
アクセスについて評価し，事業箇所②では高速ＩＣへのアクセスで評価しています。

優先度が高い箇所～事業を優先的に実施
（このうち計画期間内に完了させる「完成」箇所
    を抽出）

優先度が中位の箇所～一部事業実施
（順調に進捗している箇所は引き続き事業実施）
　
※優先度が比較的高い実施箇所でも，事業進捗が見込み
　にくい箇所等は事業一時休止

優先度が低い箇所～事業未着手評価
低

評価
高

　整備計画の策定にあたり，関係市町と県関係機関で構成する道路整備調整会議
を各建設事務所（支所）で開催し，地域づくりの総合的な担い手である市町の意
見をお聞きしました。主な意見は次のとおりです。

　　　　　・市町のまちづくりの計画（総合計画，関係事業計画）と連携した道路整備
　　　・中山間地域の振興という，地域特有の事情をとらえた道路整備
　　　・国直轄事業の整備推進
　　　・合併関連道路（合併建設計画，合併支援道路）の整備推進
　　　・十分な整備事業費の確保
　　　・次期整備計画に向けた事業実施環境の整備

○事業箇所ごとに評価点を付け，評価点の高い順に整備の
　優先度が高くなっています。
○評価項目間の重みについては，県政世論調査結果等を踏
　まえて設定しています。

事業熟度評価とは事業熟度評価とは

これまでにどの程度，事業が進捗（工事中，用地買収など）
しているかを評価しています。

費用対効果とは費用対効果とは

当該区間整備の費用対効果（Ｂ/Ｃ）を評価しています。

得点化イメージ

費用対効果

事業熟度（用地買収）

貢献度

高速 IC アクセス

得点化イメージ

費用対効果

事業熟度（工事中）

貢献度

高速 IC アクセス
空港アクセス

直轄事業負担金

県事業

施策項目への貢献度評価の評価指標

県内80分交通圏 各市町から広島市へ 80 分程度で到達するよ
う，時間短縮に貢献する区間を評価

広島空港40分交通圏 各市区町から広島空港へ 40 分程度で到達す
るよう，時間短縮に貢献する区間を評価

新幹線駅15・40分交通圏 新幹線駅所在都市では新幹線駅へ15 分程度，
その他の市区町から新幹線駅へ 40 分程度で
到達するよう，時間短縮に貢献する区間を
評価

① 広域的な交流・連
携基盤の構築

高速道路IC20分交通圏 各市区町から高速 ICへ 20 分程度で到達する
よう，時間短縮に貢献する区間を評価

物流拠点～高速ICへの連絡強化 物流拠点から高速 ICへ 20 分程度で到達する
よう，時間短縮に貢献する区間を評価

② 物流機能の強化

産業団地～高速ICへの連絡強化 産業団地から高速 ICへ 20 分程度で到達する
よう，時間短縮に貢献する区間を評価

主要観光地～高速ICへの連絡強化 主要観光地から高速 ICへ 20 分程度で到達す
るよう，時間短縮に貢献する区間を評価

③ 集客・交流機能の
強化

観光ルートの時間短縮効果 観光ルートの時間短縮に貢献する区間を評価
緊急輸送道路 緊急輸送道路に該当する路線を評価④ 災害に強い道路

ネットワークの
構築

異常気象時通行規制区間 異常気象時通行規制区間に該当する路線を
評価

事故危険箇所の解消 事故危険箇所に対応する区間を評価⑤ 安心できる道路
空間の形成 通学路の歩道整備 通学路に指定されている区間を評価

主要渋滞ポイントの解消 主要渋滞ポイントの緩和に資する区間を評価⑥ 都市を支える道
路の整備 容量超過交通量（H17センサス） 混雑箇所の緩和に資する区間を評価

新市町中心地への30分交通圏 旧市町村から新市町中心地へ30分程度で到達
するよう，時間短縮に貢献する区間を評価

⑦ 中山間地域を支
える道路の整備

バス路線の1車線区間 バス路線のうち現況が1車線の区間を評価
新市町中心地への30分交通圏 旧市町村から新市町中心地へ30分程度で到達

するよう，時間短縮に貢献する区間を評価
合併建設計画路線 合併建設計画に該当する路線を評価

⑧ 合併後のまちづ
くりを支える道
路の整備

生活交通路線の整備 生活のために必要なバス路線に該当する区
間を評価

ＮＯ 施策項目 評価指標 備考
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1 施 策 別 投 資 予 定 額7

1 事 業 実 施 箇 所 （ 実 施 計 画 ）6

　投資予定額は，平成22年12月に策定された「中期財政健全化計画」を前提として「社会資本未来プラン」のプラ
イオリティーに基づき設定しており，国直轄事業負担金を合わせて計画期間の5年間で概ね2,000億円です。

 投 資 予 定 額5

総合評価

事業熟度評価 整備効果

費用対効果 施策項目への
貢献度評価

※プライオリティーとは，社会資本未来プランにおいて，道路，河川，
    港湾といった事業間の優先順位を試行的に設定したものです。
※投資額は，社会状況等により変動することがあります。

　各事業箇所で実施した総合評価結果に基づき，計画期間において事業を実施する箇所を選定しました。

「完成」：計画期間内に完了，「継続」：事業実施

　実施計画に基づく施策別の投資予定額は次のとおりです。

●道路再生改良事業　～今ある道路を活かした道づくり～

県全体年度別投資額

事業評価により厳選した箇所数 事務所別箇所数

・国直轄事業を中心に，「広域交通ネットワークの確立」を重点的に進めるとともに，「集客・交流機能の強化」という新
　たなテーマにも重点的に対応します。
・また，「災害に強い道路ネットワークの構築」という社会的ニーズに対する取り組みを推進しつつ，「地域の自立や活力
　を支える道路の整備」を引き続き進めます。

事業熟度評価とは

費用対効果とは

　新設と維持修繕の中間的な位置付けである「再生改良」という考え方を導入し，当面の交通課題が解消できる程度の局部
的な改良等により，早期に事業効果が期待されます。

再生改良（待避所設置）事例

0

100

200

300

400

500

600

700

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(億円)

道路整備計画 2008（実績） 道路整備計画 2011（予定額）

直轄事業負担金

県事業

ⅰ 広域交通ネットワーク
の確立

ⅱ 集客・交流機能の強化

ⅲ 災害に強い道路ネット
ワークの構築

ⅳ 安心できる道路空間の形成

ⅴ 地域の自立や活力を支
える道路の整備

ⅵ 既存道路の有効活用

※金額は国直轄事業負担金を含み，関連する事業を重複して集計しています。

Ⅰ ひと・まちを｢つなぐ｣みち Ⅱ 暮らしを｢守る｣みち Ⅲ 地域を｢支える｣みち Ⅳ 今あるみちを｢活かす｣

690億円

720億円

640億円

920億円 1,140億円
460億円

ＮＯ 施策項目 評価指標 備考

道路
街路
交通安全
小計
橋梁補修
災害防除

改築系

補修系

小計
合計 282

80
6
37
123
144
15
159

202

118
12
52
182
2
18
20

484

198
18
89
305
146
33
179

区分 完成 継続 合計

単位：億円

区分 今回計画（H23～H27）
県事業

国直轄事業負担金
道路事業計

1,510
490
2,000

実施計画（H23～H27） 箇所数
完成 継続 合計

事務所

西部建設事務所 22 26 48
西部建設事務所呉支所 21 20 41
西部建設事務所廿日市支所 27 13 40
西部建設事務所安芸太田支所 33 11 44
西部建設事務所東広島支所 33 31 64
東部建設事務所 39 38 77
東部建設事務所三原支所 52 29 81
北部建設事務所 22 16 38
北部建設事務所庄原支所 33 18 51

合 計 282 202 484
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Ⅴ 成果目標と主な整備効果事例

中 
国 
横 
断 
自 
動 
車 
道 
広 
島 
浜 
田 
線 

江 
府 

三 
次 

道 
路 

東 

広 

島 

高 

田 

道 

路 

広 

島 

呉 

道 

路 

岩
 国

 大
 竹

 道
 路

 

中国縦貫自動車道 

広
島
中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド

東
広
島
 廿
 日 市

道
路
 

中
 

国
 

横
 

断
 

自
 

動
 

車
 

道
 

尾
 

道
 

松
 

江
 

線
 

倉敷 福 山 道路 

福 山 環状道路 

山陽自動車道 

福 山 本郷道路 

大竹I.C

大野I.C

吉和I.C

戸河内I.C

加計BSスマートI.C

広島西風新都I.C

五日市I.C

大朝I.C

千代田 
I.C

高田I.C

三次
I.C

世羅
I.C

尾道北
I.C

庄原I.C

東城I.C

志和I.C
西条I.C

上三永I.C

下三永福本I.C

馬木I.C

黒瀬I.C

郷原I.C

阿賀I.C

河内I.C
高屋JCT･I.C

三次東
JCT･I.C

本郷I.C
三原久井 
　I.C

尾道I.C

西瀬戸尾道I.C

福山東 
I.C

尾道大橋出入口 

向島I.C

因島北I.C

因島南I.C

生口島南I.C

生口島北I.C

福山西 
I.C

甲奴I.C

吉舎I.C

三良坂I.C

口和 
I.C

高野I.C

福山港 

広島港 

広島空港 
広島I.C

広島東I.C

広島北I.C

東広島市

福山市 尾道市 

府中市 

三原市 

竹原市 

広島市

江田島市

大竹市 

廿日市市

呉市 

三次市 

庄原市 

安芸高田市

（
西

瀬
戸

自
動

車

）
道

瀬
戸

内
し

ま
な

み
海

道

廿日市I.C

東広島・
呉自動車道 

宮島スマートI.C

尾道
JCT

草 
津 
沼 
田 
道 
路 

広 

島 

呉 

道 

路 

東広島 廿日 市道路 

広
島
西
道
路
 

広島港 
廿日市
I.C

広島西風新都I.C

五日市I.C

広島I.C

広島東I.C

広島市 

廿日市市 

広島高速道路 
（１号線）

広島高速道路 
（２号線）

広島高速道路 
（5号線）

広島高速道路 
（４号線）

広島高速道路（３号線）

広島都市圏拡大図 

宮島スマート
I.C

H22 H27(予定) 事 業 中 未 着 手

高速自動車国道・国土開発幹線自動車道・本州四国連絡高速道路など

地域高規格 計画路線 直轄国道の一部、広島高速道路・福山環状道路・広島中央フライトロードなど

道　　　路 候補路線 益田廿日市道路・福山御調道路など

広域 交流促進型

道路 地域形成型

備　　　　　　　　考
供　用

検討区間

〈　凡　例　〉

高規格幹線道路

未　供　用

※未供用のI.C，JCT・I.Cは仮称です。

上記は今後の道路整備のマスタープランであり、具体的な
路線のルート，位置等を規定するものではありません。

　「広島県道路整備計画2011」に基づき，次のような広域道路ネットワークづくりを目指します。

1 将 来 の 広 島 県 広 域 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク   1
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Ⅴ 成果目標と主な整備効果事例

　施策項目への貢献度について具体的な評価指標（アウトカム指標）を掲げ，その指標についての成果目標を設定
しました。

1 施 策 実 施 に よ る 成 果 目 標2

広島市2時間交通圏 545 万人 555 万人

県内 80 分交通圏 266 万人 268 万人①
広域的な交流・連携基盤の
構築

高速道路 IC 20 分交通圏 253 万人 276 万人

広島空港 2 時間交通圏 633 万人 644 万人
②

グローバルゲートウェイ
（空港・港）へのアクセス
強化 広島空港 40 分交通圏 75 万人 79 万人

③ 物流機能の強化
産業団地～高速道路 IC への連絡強化
（高速道路 IC に 20 分で到達できる産業団地数）

92 団地 97 団地

④ 観光産業への支援
主要観光地～高速道路 IC への連絡強化
（高速道路 IC に 20 分で到達できる主要観光地数）

303 箇所 334 箇所

緊急輸送道路の整備済延長
（要整備延長 154km ）

14ｋｍ 30ｋｍ
⑤

災害に強い道路ネットワー
クの構築

橋梁耐震補強（落橋・倒壊対策）の完了率 90.5％ 100％

二次救急医療15分圏域 263 万人 265 万人

⑥ 安心できる道路空間の形成 整備の必要な通学路の整備済延長
（要整備延長：161km ）

19ｋｍ

混雑区間（混雑度 1.0 以上）の緩和箇所
（要対策箇所 112 箇所 　 ） 10 箇所 20 箇所

⑦ 都市を支える道路の整備
主要渋滞ポイント（58箇所）の緩和箇所数
（対策事業の完了箇所数） － 15箇所

現況１車線バス路線区間の整備済延長
（要整備延長 82km ） 4ｋｍ 9ｋｍ

⑧
中山間地域を支える道路の
整備

新市町中心地への30分交通圏
221 万人
（77.0％）

222 万人
（77.3％）

⑨
合併後のまちづくりを支え
る道路の整備

合併建設計画区間の改良済箇所
（全体計画：443 箇所）

217 箇所
（49％）

※1　H19年度末時点

※2　S55年以前の道路橋示方書により設計された橋梁を対象。この対策が完了以降も，Ｈ14道路橋示方書対応の対策が引き続き必要。

成果目標

№ 施策項目 評価指標
H 22 年度末

現状

H 27 年度末

目標

＊2

＊1

＊1

＊1

＊1

36ｋｍ

268 箇所
（60％）
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A

B

井 桁 状 の 高 速 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 効 果3

（2）尾道市を基点とした時間短縮効果

・広域的な交流・連携基盤の構築に向けて，井桁状の高速道路ネットワークの整備を進めます。

（1）広島空港アクセスの時間短縮効果

53 分 51 分

※中四国における広島空港利用者全体の平均

H22 H26

62 分

46 分

H22 H26

▲広島空港利用者の一人当たり
平均アクセス時間短縮

尾道松江線
東広島・呉自動車道

未供用時

尾道松江線
東広島・呉自動車道

未供用時

※市町別の空港利用者数は「平成  21 年度航空旅客
動態調査（国土交通省航空局）」を基に設定

※所要時間は H17 道路交通センサスにより算出

短縮時間が 5 分
以上の地域だけ
でみると・・・

・観光客の増加に向けて尾道市から松江市の間の広域的な連携が促進され，観光交流人口の拡大などに貢献します。
・Ｈ22末からＨ26末において尾道市を起点とした時間短縮効果は次のとおりです。（ただし，Ｈ22末は尾道松 江線及び東広島・呉自動
  車道の全区間を未供用と設定しています。）

▲尾道市を起点とした交流拡大に向けた
平均移動時間の短縮

119 分 114 分

H22 H26

※中四国全体の平均

159 分

112 分

H22 H26

※短縮時間が  5 分以上の地域の平均

尾道松江線
東広島・呉自動車道

未供用時

尾道松江線
東広島・呉自動車道

未供用時

※市町別の人口は H17 国勢調査結果を基に設定
尾道市を起点とした時間短縮効果

広島空港アクセスの時間短縮効果

広島空港短縮時間圏域
〔Ｈ22末(尾道松江線，東広島・呉自動車道未供用)とＨ26末の比較〕

:アウトカム集計対象市町村
（広島空港利用者が存在する市町村）

県境界

旧市町村境界

▼凡例

区分
供用（予定）

Ｈ19 Ｈ22 Ｈ26
未供用

高規格幹線道路

地域高規格道路

※広島県外は高規格幹線道路のみ表示

５～１０分未満短縮圏域

２０分未満短縮圏域

３０分未満短縮圏域

３０分以上短縮圏域

旧市町村数

５

３７

４

２４

尾道市短縮時間圏域
〔Ｈ22末(尾道松江線，東広島・呉自動車道未供用)とＨ26末の比較〕

県境界

旧市町村境界

▼凡例

区分 供用（予定）
Ｈ19 Ｈ22 Ｈ26

未供用

高規格幹線道路

地域高規格道路

※広島県外は高規格幹線道路のみ表示

５～１０分未満短縮圏域　　　　　

２０分未満短縮圏域

３０分未満短縮圏域

３０分以上短縮圏域

旧市町村数

３

３２

４

４２

・過去の広島空港利用者の分布を踏まえた，H22末からH26末における広島空港へのアクセスの時間短縮効果は次のとおりです。
  （ただし，Ｈ22末は，尾道松江線及び東広島・呉自動車道の全区間を未供用と設定しています。）
・広島空港までのアクセス時間の短縮効果により，広島空港の利用者数の増加が期待されます。

※所要時間はH17道路交通センサスにより算出

短縮時間が 5 分
以上の地域だけ
でみると・・・

4%4%減

2626%減

3030%減

4%4%減
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中区
西区

佐伯区

東区

安佐南区

安芸区

安芸区

南区

安佐北区

呉市

竹原市

竹市

東広島市

廿日市市

府中町

海田町

熊野町

坂町

江田島町

音戸町

倉橋町

下蒲刈町 蒲刈町

大野町

湯来町

宮島町

能美町

沖美町

大柿町

加計町

筒賀村

向原町

黒瀬町

福富町

豊栄町

大和町

河内町

本郷町

安芸津町

安浦町

豊浜町

川尻町

豊町

東野町

木江町

大崎町

広島市

安芸太田町

大崎上島町

呉　市

江田島市

日市市

三

竹原市

竹市

東広島市

×× ×××
A

B

中島町

吉海町
宮窪町

伯方町

魚島村

弓削町

生名村

岩城村上浦町
大三島町

関前村

松山市

今治市

八幡浜市

新居浜市

西条市

大洲市

川之江市

伊予三島市

伊予市

北条市

東予市

新宮村
土居町

別子山村小松町

丹原町

朝倉村玉川町

波方町

大西町
菊間町

重信町

川内町

久万町
面河村

美川村

柳谷村

小田町

松前町

砥部町

広田村
中山町

双海町

長浜町

内子町

五十崎町

肱川町

河辺村

保内町伊方町

瀬戸町
三崎町

三瓶町

明浜町

宇和町 野村町
城川町

高松市

坂出市

丸亀市

善通寺市

観音寺市 引田町白鳥町

大内町

津田町

大川町

志度町

寒川町

長尾町

内海町
土庄町

池田町

三木町

牟礼町

庵治町

塩江町

香川町
香南町

直島町

綾上町

綾南町

国分寺町

綾歌町

飯山町

宇多津町

琴南町

満濃町
琴平町

多度津町

仲南町

高瀬町

山本町

三野町

大野原町

豊中町

詫間町

仁尾町

豊浜町

財田町

丸亀市

高知市

土佐市
安芸市

南国市

須崎市
東洋町安田町

北川村

馬路村

芸西村
赤岡町

香我美町

土佐山田町

野市町

夜須町

香北町

吉川村

物部村

本山町
大豊町

鏡村土佐山村

土佐町

大川村

本川村

伊野町

池川町

春野町

吾川村

吾北村

佐川町

越知町

東津野村
葉山村

仁淀村 日高村

檮原町

三加茂町

鳴門市

徳島市

小松島市

阿南市

勝浦町

佐那河内村

石井町

神山町

那賀川町
羽ノ浦町

鷲敷町

相生町
上那賀町

上勝町
木沢村

木頭村
由岐町

日和佐町

牟岐町海南町

海部町宍喰町

松茂町
北島町

藍住町

板野町
上板町

吉野町

土成町
市場町

阿波町

鴨島町
川島町山川町

美郷村

脇町　
美馬町

半田町
貞光町

一宇村

穴吹町

木屋平村

三野町
三好町

池田町

山城町

井川町

東祖谷山村

西祖谷山村

倉吉市

境港市

国府町

岩美町
福部村

郡家町

船岡町

河原町

八東町

若桜町
用瀬町

佐治村

智頭町

気高町

鹿野町

青谷町
羽合町

泊村

東郷町

三朝町関金町

北条町
大栄町東伯町

赤碕町

西伯町

会見町
岸本町

日吉津村

淀江町

大山町

名和町
中山町

日南町
日野町

江府町

溝口町

鳥取市

米子市

松江市

出雲市

浜田市

大田市

益田市

安来市

江津市

平田市

鹿島町
島根町 美保関町

東出雲町
八雲村

玉湯町宍道町

八束町

広瀬町 伯太町

仁多町

横田町

大東町

木次町
三刀屋町

吉田村
掛合町

頓原町

赤来町

斐川町

佐田町

多伎町

加茂町
湖陵町

大社町

温泉津町

仁摩町

邑智町

大和村

羽須美村瑞穂町

石見町

桜江町

金城町
旭町

弥栄村
三隅町

川本町

美都町

匹見町

津和野町

日原町

柿木村

六日市町

山口市

下関市

宇部市

萩市

徳山市
防府市

下松市

岩国市
小野田市

光市

長門市

柳井市

美祢市

新南陽市

久賀町
大島町

東和町
橘町

和木町

由宇町

玖珂町

本郷村

周東町

錦町

大畠町

美川町

美和町

上関町

大和町

田布施町

平生町

熊毛町

鹿野町徳地町

秋穂町阿知須町

小郡町楠町
山陽町

菊川町

豊田町
豊浦町

豊北町

美東町
秋芳町

三隅町

日置町
油谷町

川上村

阿武町

田万川町

阿東町

むつみ村福栄村

須佐町

旭村

広島市

呉市

竹原市

三原市
尾道市

因島市

福山市

府中市

三次市

庄原市

大竹市

東広島市
廿日市市

府中町

海田町

熊野町
坂町

江田島町

音戸町

倉橋町
下蒲刈町

蒲刈町

大野町

湯来町

佐伯町

吉和村

宮島町

能美町
沖美町

大柿町

加計町

筒賀村

戸河内町

芸北町
大朝町

千代田町豊平町
吉田町

八千代町

美土里町 高宮町

甲田町

向原町

黒瀬町

福富町

豊栄町

大和町

河内町

本郷町

安芸津町

安浦町

豊浜町

川尻町

豊町

東野町

木江町

瀬戸田町

大崎町

御調町久井町

向島町

甲山町
世羅町

世羅西町

内海町

沼隈町

神辺町　

新市町

油木町

神石町
豊松村

三和町上下町

総領町

甲奴町

君田村

布野村

作木村

吉舎町

三良坂町

三和町

西城町

東城町
口和町

高野町

比和町

岡山市

倉敷市

津山市

玉野市

笠岡市

井原市

総社市

高梁市

新見市

備前市

御津町

建部町

加茂川町

瀬戸町
山陽町

赤坂町

熊山町

吉井町

日生町

吉永町佐伯町

和気町

牛窓町

邑久町

長船町

灘崎町

早島町

山手村
清音村

船穂町

金光町
鴨方町

寄島町

里庄町

矢掛町

美星町芳井町

真備町

有漢町

北房町

賀陽町
成羽町

川上町

備中町

大佐町

神郷町

哲多町

哲西町

勝山町

落合町

湯原町

久世町

美甘村

新庄村

川上村
八束村

中和村

加茂町富村

奥津町

上斎原村

阿波村

鏡野町 勝田町

勝央町

奈義町勝北町

大原町

東粟倉村

西粟倉村

美作町作東町

英田町

中央町
旭町

久米南町

久米町

柵原町

中島町

吉海町
宮窪町

伯方町

魚島村

弓削町

生名村

岩城村上浦町
大三島町

関前村

松山市

今治市

新居浜市

西条市

川之江市

伊予三島市

伊予市

北条市

東予市

新宮村
土居町

別子山村小松町

丹原町

朝倉村玉川町

波方町

大西町
菊間町

重信町

川内町

久万町
面河村

美川村
小田町

松前町

砥部町

広田村
中山町

双海町

長浜町

内子町

高松市

坂出市

丸亀市

善通寺市

観音寺市 引田町白鳥町

大内町

津田町

大川町

志度町

寒川町

長尾町

内海町
土庄町

池田町

三木町

牟礼町

庵治町

塩江町

香川町
香南町

直島町

綾上町

綾南町

国分寺町

綾歌町

飯山町

宇多津町

琴南町

満濃町
琴平町

多度津町

仲南町

高瀬町

山本町

三野町

大野原町

豊中町

詫間町

仁尾町

豊浜町

財田町

丸亀市

土佐山田町 香北町

物部村

本山町
大豊町

土佐町

大川村

本川村

池川町
吾北村

三加茂町

鳴門市

徳島市

小松島市

阿南市

勝浦町

佐那河内村

石井町

神山町

那賀川
羽ノ浦町

鷲敷町

相生町
上那賀町

上勝町
木沢村

木頭村
由岐町

松茂町
北島町

藍住町

板野町
上板町

吉野町

土成町
市場町

阿波町

鴨島町
川島町山川町

美郷村

脇町　
美馬町

半田町
貞光町

一宇村

穴吹町

木屋平村

三野町
三好町

池田町

山城町

井川町

東祖谷山村

西祖谷山村

倉吉市

境港市

国府町

岩美町
福部村

郡家町

船岡町

河原町

八東町

若桜町
用瀬町

佐治村

智頭町

気高町

鹿野町

青谷町
羽合町

泊村

東郷町

三朝町関金町

北条町
大栄町東伯町

赤碕町

西伯町

会見町
岸本町

日吉津村

淀江町

大山町

名和町
中山町

日南町
日野町

江府町

溝口町

鳥取市

米子市

松江市

出雲市

浜田市

大田市

益田市

安来市

江津市

平田市

鹿島町
島根町 美保関町

東出雲町
八雲村

玉湯町宍道町

八束町

広瀬町 伯太町

仁多町

横田町

大東町

木次町
三刀屋町

吉田村
掛合町

頓原町

赤来町

斐川町

佐田町

多伎町

加茂町
湖陵町

大社町

温泉津町

仁摩町

邑智町

大和村

羽須美村瑞穂町

石見町

桜江町

金城町
旭町

弥栄村
三隅町

川本町

美都町

匹見町

津和野町

日原町

柿木村

六日市町

山口市

下関市

宇部市

萩市

徳山市
防府市

下松市

岩国市
小野田市

光市

長門市

柳井市

美祢市

新南陽市

久賀町
大島町

東和町
橘町

和木町

由宇町

玖珂町

本郷村

周東町

錦町

大畠町

美川町

美和町

上関町

大和町

田布施町

平生町

熊毛町

鹿野町徳地町

秋穂町阿知須町

小郡町楠町
山陽町

菊川町

豊田町
豊浦町

豊北町

美東町
秋芳町

三隅町

日置町
油谷町

川上村

阿武町

田万川町

阿東町

むつみ村福栄村

須佐町

旭村

広島市

呉市

竹原市

三原市
尾道市

因島市

福山市

府中市

三次市

庄原市

大竹市

東広島市
廿日市市

府中町

海田町

熊野町
坂町

江田島町

音戸町

倉橋町
下蒲刈町

蒲刈町

大野町

湯来町

佐伯町

吉和村

宮島町

能美町
沖美町

大柿町

加計町

筒賀村

戸河内町

芸北町
大朝町

千代田町豊平町
吉田町

八千代町

美土里町 高宮町

甲田町

向原町

黒瀬町

福富町

豊栄町

大和町

河内町

本郷町

安芸津町

安浦町

豊浜町

川尻町

豊町

東野町

木江町

瀬戸田町

大崎町

御調町久井町

向島町

甲山町
世羅町

世羅西町

内海町

沼隈町

神辺町　

新市町

油木町

神石町
豊松村

三和町上下町

総領町

甲奴町

君田村

布野村

作木村

吉舎町

三良坂町

三和町

西城町

東城町
口和町

高野町

比和町

岡山市

倉敷市

津山市

玉野市

笠岡市

井原市

総社市

高梁市

新見市

備前市

御津町

建部町

加茂川町

瀬戸町
山陽町

赤坂町

熊山町

吉井町

日生町

吉永町佐伯町

和気町

牛窓町

邑久町

長船町

灘崎町

早島町

山手村
清音村

船穂町

金光町
鴨方町

寄島町

里庄町

矢掛町

美星町芳井町

真備町

有漢町

北房町

賀陽町
成羽町

川上町

備中町

大佐町

神郷町

哲多町

哲西町

勝山町

落合町

湯原町

久世町

美甘村

新庄村

川上村
八束村

中和村

加茂町富村

奥津町

上斎原村

阿波村

鏡野町 勝田町

勝央町

奈義町勝北町

大原町

東粟倉村

西粟倉村

美作町作東町

英田町

中央町
旭町

久米南町

久米町

柵原町

※東広島・安芸バイパス全線供用時は，山陽自動車道（広島東IC～
　志和IC）通行止時を想定している。
※広島空港アクセスとして，主に山陽自動車道（広島東IC～志和IC）
　を利用　する市町を対象。

区分
供用（予定）

Ｈ19 Ｈ22 Ｈ26
未供用

高規格道路

地域高規格道路

新市町境界

旧市町村境界

▼凡例

東広島・安芸BP全線供用時
（山陽道通行止時）

Ｈ２２年度末圏域
（通常時）

東広島・安芸バイパス利用

東広島呉道路，矢野安浦線利用

AA

B

広島空港60分交通圏
H22末山陽自動車道（広島東IC～志和IC）利用エリア（通常時）
（交通量推計より）

広 島 市 へ の ア ク セ ス 性 の 向 上 5

広 島 空 港 ア ク セ ス の 改 善 効 果 4

・高速道路等の交通渋滞に弱い空港アクセスという課題を踏まえ，広島県内における代替ルート（リダンダンシー）を確保するため，関
  連する事業を整備推進します。
・特に大きな課題となっている広島市方面からのアクセスについては，山陽自動車道の一部が通行止めになった場合に，広島空港へ
  60分で到達可能な圏域の拡大に向けて，整備推進します。（国道2号東広島・安芸バイパスは全線供用（Ｈ28以降の予定），起点は，市・
  区役所又は役場としました。）

広島空港60分交通圏

▲広島空港 60 分圏における広島空港年間利用者数（推計）
（H22 通常時広島東 IC～志和 IC 利用を対象）

128 万人
（100）

64 万人
（50）

H22 通常時 東広島・安芸バイパス
全線供用時

0 万人
（0）

H22

※（ ）：H22 通常時を 100 とした場合

山陽道（広島東 IC～志和 IC）
通行止時

・山陽自動車道（広島東IC～志和IC）を利用し広島空港に60分以内で到着
  する空港利用者数　　　　　　　
　　→128万人
・山陽自動車道（広島東IC～志和IC）通行止時に広島空港に60分以内で到
  着する空港利用者数　
　　→0人
・山陽自動車道（広島東IC～志和IC）通行止時に代替ルートを利用し広島
  空港に60分以内で到着する空港利用者数　
　　→64万人

（代替ルート（リダンダンシー）の確保）

・広島市を中心とした2時間交通圏（人口）が次のとおり拡大します。

広島市2時間交通圏カバー人口
H22 末 545 万人
H26 末 555 万人

県境界

旧市町村境界

▼凡例

Ｈ２２年度末圏域

Ｈ２６年度末圏域（2時間）

(参考) Ｈ２６年度末圏域（2時間半）

区分
供用（予定）

Ｈ19 Ｈ22 Ｈ26
未供用

高規格幹線道路

地域高規格道路

※広島県外は高規格幹線道路のみ表示
※H17道路交通センサス旅行速度
及び規制速度に基づき算定

※市区町別の空港利用者数は「平成21年度航空旅客動態調査
（国土交通省航空局）」及びH22年度広島空港搭乗者数を基に
　設定（年間利用者数）
※所要時間は交通量推計により算出

※市町別人口は，Ｈ17国勢調査結果を基に設定
※高規格幹線道路及び広島高速道路は規制速度，その他はH17道路交通センサス混雑時旅行速度により算出
※全体の所要時間は10分未満を切り捨て

4%減

26%減

30%減

4%減
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※未供用のICは仮称

中国横断自動車道 尾道松江線中国横断自動車道 尾道松江線中国横断自動車道 尾道松江線

山陽自動車道山陽自動車道山陽自動車道

東広島・呉自動車道東広島・呉自動車道東広島・呉自動車道 山陽自動車道山陽自動車道山陽自動車道

東広島高田道路東広島高田道路東広島高田道路

至福山東IC

至福山港

三次方面（尾道北IC）三次方面（尾道北IC）三次方面（尾道北IC）

広
島
方
面

広
島
方
面(

尾
道
尾
道 　
　
　
　

 ) )

広
島
方
面(

尾
道  　
　

） 　
　 福

山
方
面（
福
山
西　
　

福
山
方
面（
福
山
西　
　

  )  )

福
山
方
面（
福
山
西　
　

  )

福
山
方
面（
河
内　
　

福
山
方
面（
河
内　
　

    

）

広
島
方
面

広
島
方
面(

西
条　
　

西
条　
　

    

）

福
山
方
面（
河
内 　
　

 

）

広
島
方
面(

西
条  　
　

）

呉方面（上三永IC）呉方面（上三永IC）

I
C
I
C

I
C
I
C

I
C
I
C

I
C
I
C

呉方面（上三永IC）

阿
賀
Ｉ
Ｃ

阿
賀
Ｉ
Ｃ

黒
瀬
Ｉ
Ｃ

黒
瀬
Ｉ
Ｃ

郷
原
Ｉ
Ｃ

郷
原
Ｉ
Ｃ

馬
木
Ｉ
Ｃ

馬
木
Ｉ
Ｃ

下
三
永
福
本
Ｉ
Ｃ

下
三
永
福
本
Ｉ
Ｃ

上
三
永
Ｉ
Ｃ

上
三
永
Ｉ
Ｃ

高
屋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

高
屋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

阿
賀
Ｉ
Ｃ

黒
瀬
Ｉ
Ｃ

郷
原
Ｉ
Ｃ

馬
木
Ｉ
Ｃ

下
三
永
福
本
Ｉ
Ｃ

上
三
永
Ｉ
Ｃ

高
屋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

　東広島・呉自動車道の整備により，広島都市圏内の主要都市である広島市・東広島市・呉市の連携強化が図られるとともに，広島空
港へのアクセスも飛躍的に向上し，中枢拠点性の強化が図られます。また，物流拠点となる阿賀マリノポリス地区をはじめ，沿道に点
在する多くの産業団地等において，地域産業の活性化が期待されています。

主 な 整 備 効 果 事 例6

ｉ広域交通ネットワークの確立
①広域的な交流・連携基盤の構築

ひと・まちを「つなぐ」みちひと・まちを「つなぐ」みち

東広島・呉自動車道

区間
延長 約 32.8km（暫定 2 車線）（11.7km供用済）

東広島市高屋町～呉市阿賀中央5丁目

230230

150 80

220

170 50

90

50 40駅

※所要時間は中国地方整備局資料による

尾道JCT
※所要時間は中国地方整備局資料による

高屋JCT・IC

中国横断自動車道　尾道松江線

　尾道松江線は，山陰自動車道と連携し，中国地方の一体的な発展に寄与す
るとともに，飛躍的な物流機能の強化により，沿線地域の企業誘致促進や産
業連携効果の誘発が期待されています。沿線産業団地の立地企業も本路線
に対する期待度は高く，その効果を見据えた設備投資も進められており，早
期完成が望まれています。

※未供用のIC，JCT・ICは仮称

区間

延長 約 137km（暫定 2 車線）（45.5km供用済）

尾道市美ノ郷町～島根県松江市
（尾道JCT～世羅IC，三刀屋木次IC～松江玉造ICまで供用済）
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中国横断自動車道 尾道松江線

山陽自動車道

東広島・呉自動車道 山陽自動車道

東広島高田道路

広島高速道路（有料道路）

事業中区間

凡　　　　例

広島市・公共事業（無料）

整備
区間

事業中区間

出入口

供用済区間

出路

入路

出路

入路

総延長　Ｌ＝29.0ｋｍ

太田川放水路渡河部 高速3号線（広島南道路）L=7.7km

Ⅲ期
L=2.9km

Ⅱ期
L=2.2km
供用中

Ⅰ期
L=2.6km
供用中

高速5号線（東部線）

L=4.0km

高
速
4号
線（
広
島
西
風
新
都
線
）

L=4.9km（
供
用
中
）

高
速
1号
線（
安
芸
府
中
道
路
）

L=
6.
5k
m（
供
用
中
）

高
速
2号
線（
府
中
仁
保
道
路
）

L=
6.
9k
m（
供
用
中
）

山陽自動車道

広
島
呉
道
路

至福山東IC至福山東IC至福山東IC

至福山港至福山港至福山港

三次方面（尾道北IC）

広
島
方
面(

尾
道 　
　

 )

福
山
方
面（
福
山
西　
　

  )

福
山
方
面（
河
内　
　

  

）

広
島
方
面(

西
条　
　

  

）

呉方面（上三永IC）

I
C

I
C

I
C

I
C

阿
賀
Ｉ
Ｃ

黒
瀬
Ｉ
Ｃ

郷
原
Ｉ
Ｃ

馬
木
Ｉ
Ｃ

下
三
永
福
本
Ｉ
Ｃ

上
三
永
Ｉ
Ｃ

高
屋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

（都）神辺水呑線（Ⅰ期）

■広島高速3号線（広島南道路）
　　広島高速3号線（広島南道路）は都市圏の
　南北方向の幹線道路と接続するとともに，
　一般道路が併設されるため，都市圏臨海部
　における幹線道路のネットワーク化が図ら
　れます。

（主）矢野安浦線（萩原～津江）

ひと・まちを「つなぐ」みち

　指定都市高速道路としての広島高速道路の整備により，広島都市内幹線道路における慢性的な交通渋滞が緩和され，都市内交通の
円滑化が図られるとともに，高速道路ICや広島港及び広島空港へのアクセスが飛躍的に向上します。
　また，併せて，広島駅周辺では「二葉の里地区」再開発計画などの開発が進み，更なる拠点機能の向上が図られます。

■広島高速5号線（東部線）
　　広島高速5号線（東部線）が整備されるこ
　とにより，広島駅周辺市街地と広島空港が自
　動車専用道路で直結され，この区間の高速
　性や定時性が確保されるほか，朝夕の混雑
　時には中山地区～広島駅の間のバイパスの
　役割を果たし，広島市北東部地区の交通渋
　滞の緩和が期待できます。

区間
延長 約 4.0km（4 車線（暫定２車線））

広島市東区温品町～広島市東区二葉の里3丁目

②グローバルゲートウェイ（空港・港）へのアクセス強化

　矢野安浦線（萩原～津江）が整備されることにより，山陽自動車道が通行止
等の際の熊野・広島市方面から東広島呉自動車道へのアクセス道路としての
役割を果たすための道路として期待されています。

区間
延長 約 2.8km

熊野町萩原～東広島市黒瀬町津江

　日に約5万台以上の交通量がある入江大橋付近の慢性的な交通渋滞を解
消するとともに，国際物流拠点として急激に貨物量が伸びている重要港湾福
山港と高速道路ICを結び，国際競争力の強化に寄与する重要なアクセス道路
として，福山港周辺に立地する物流企業などから早期整備が期待されていま
す。

区間
延長 約 1.2km（4 車線）

福山市東手城町～曙町

区間

延長 約 7.7km（4 車線（一部暫定２車線）（4.8km供用済））

広島市南区仁保沖町～広島市西区観音新町4丁目
（仁保JCT～吉島出入口まで供用済）

広島高速道路

イメージ図（広島駅北口出入口）

元安川大橋（H22.4供用）

完成予想図（手前）

整備前
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（仮称）（仮称）

暮らしを「守る」みち

（国）487号・（主）音戸倉橋線（警固屋音戸バイパス）

ⅱ観光産業への支援

（主）廿日市佐伯線（明石工区）

　廿日市佐伯線が供用されることにより
線形不良区間を改良することができると
ともに広島岩国大竹道路廿日市ICと接続
する箇所であることから，佐伯工業団地
から広島港や広島空港へのアクセス性が
向上することが期待されます。

（主）呉環状線（郷原工区）

③物流機能の強化

　桑畑，郷原工業団地の入口付近におけ
る離合困難な狭隘区間を解消し，朝夕通
勤時の恒常化した渋滞を緩和するととも
に，東広島・呉自動車道郷原IC(仮称）とも
接続され，更なる地域の産業活動の活性
化が期待されています。

区間
延長 約 3.1km（暫定２車線）

呉市郷原町

区間
延長 約 0.7km（２車線）

廿日市市明石

　警固屋音戸バイパスは，県土の一体的発展を担う交流促進型広域道路に位置づけられており，バイパスの整備により，朝夕の通勤時
における慢性的な渋滞の緩和，災害時の緊急輸送道路の確保，更には呉市中心部と江能倉橋島地域との交流促進や島内観光地への
連携強化が図られます。

区間
延長 約 3.9km（暫定２車線）

呉市警固屋～音戸町

整備前

整備前

音戸大橋交差点
最大渋滞長：2,300ｍ

工業団地入口付近

（仮称）第2音戸大橋

整備中
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成果目標と主な整備効果事例

加計支所

暮らしを「守る」みち暮らしを「守る」みち

（主）吉田邑南線（吉田工区）［交通安全］

　当該工区においては，周辺に小学校・中学校・高校が点在して
おり，多くの通学者の往来があります。そのため，本工区の歩道
整備についての地元要望は強く，通学路の安全性の向上のため
早期完成が望まれています。

（国）317号（尾道大橋）［橋梁耐震補強］

　（国）317号尾道大橋の耐震補強を実施することにより，島しょ部
における災害時に備え緊急輸送道路としての多重性代替性（リダ
ンダンシー）を確保します。

（国）191号（坪野工区）［災害防除］

　当該路線は，地形上の制約から急峻な法面に張り付いた区間が
多く，落石等の災害により通行規制が頻発しています。
　そのため，防災要対策箇所にも位置付けられており，早急な防災
対策が望まれています。

（国）186号（御園バイパス）

　（国）186号は緊急車両の輸送路となる第一次緊急輸送道路として
位置付けられております。狭隘・線形不良で大型車の離合が困難であ
る当該区間においてバイパス整備を進め，交通の円滑化を図ります。

区間
延長 約 0.4km（２車線）

山県郡安芸太田町坪野

区間
延長 約 0.4km（２車線）

尾道市向東町～高須町

区間
延長 約 1.6km（歩道幅員 W＝3.5m）

安芸高田市吉田町吉田

ⅰ災害に強い道路ネットワークの構築

ⅱ安心できる道路空間の形成

区間
延長 約 4.0km

（ 2 車線，2.2km供用済）

大竹市安条～油見

整備前

整備前

整備前

H20.8.28落石状況

尾道大橋（手前）
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区間
延長 約 6.5km（4.8km 暫定２車線供用済）

東広島市西条町

区間
延長 約 0.8km（2 車線）

尾道市長江

区間
延長 約 0.29km（2 車線）

廿日市市佐方

区間
延長 約 0.9km（2 車線）

江田島市沖美町高祖

区間
延長 約 2.4km（2 車線）

三次市粟屋町

藤田沖交差点

尾道バイパス

長江線（計画）

長江線（現道）

至尾道市街至尾道市街
至福山至福山

至三原至三原

至新尾道駅至新尾道駅

佐
方
線

H22.7豪雨による浸水状況

整備前

　佐方線は，市域東部を南北方向に国道２号と西広島
バイパスを結ぶ重要路線に位置づけられています。
当該区間は土地区画整理事業により整備され，ＪＲ廿
日市駅へのアクセス性の強化と市の東の玄関口にふさ
わしい特色と魅力ある市街地の形成が図られます。

廿日市駅北土地区画整理事業（（都）佐方線）

　（主）三次美土里線は，地域住民が三次市中心部へ
向かうアクセスルートとなっており，地域の生活交通
に欠かせない路線です。狭隘区間の整備により利便性
の向上と地域の活性化が期待されます。

（主）三次美土里線（上旭）

　（主）高田沖美江田島線高祖工区は，江田島市沖美
町地域を支える生活道路であり，地域住民の交通の安
全性や日常生活における利便性の向上を目的として
整備を進めています。

②中山間地域を支える道路の整備
（主）高田沖美江田島線（高祖）

　長江線は，尾道市の中心市街地と，国道184号を連
絡するとともに，JR山陽新幹線新尾道駅や主要観光地
の千光寺公園へのアクセス道路でもあります。当該区
間の整備により，交通の円滑化を図り，自転車・歩行者
の通行の安全を確保します。

（都）長江線（３工区）

ｉ地域の自立や活力を支える道路の整備
①都市を支える道路の整備

地域を「支える」みち地域を「支える」みち

（国）375号　御薗宇バイパス

今あるみちを「活かす」

藤田沖交差点

計画図

完成予想図：R2尾道BP立体交差部

整備前

約５０％の
コスト縮減効果

予算の平準化

事後保全

予防保全

事後保全（累計）

予防保全（累計）

　山陽自動車道西条ICと東広島市内に点在する大学
等の研究施設や産業団地等を結ぶ重要なアクセス道
路として位置づけられるとともに，バイパスの4車線化
整備により市中心部の慢性的な交通渋滞の緩和が図
られます。



Ⅴ 成果目標と主な整備効果事例
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区間
延長 約 1.5km（2 車線）

豊田郡大崎上島町東野盛谷

区間
延長 約 1.4km（2 車線）

庄原市西城町大屋

区間
延長 約 0.28km（2 車線）

三原市本郷町本郷

区間
延長 約 0.2km（待避所）

三次市甲奴町太郎丸

至尾道市街
至福山

至三原

至新尾道駅

（参考）橋梁におけるシミュレーション結果

②戦略的な維持管理への転換
道路事業修繕方針（橋梁・トンネル・舗装）

　平成17年3月に合併した市町の一体化に向けて，広域的交
通拠点の連携を強化するため，本郷駅周辺地区のまちづくり
事業に関連する道路整備を進め，歩道の整備による地域住民
の安全性向上を図ります。

（一）本郷停車場線（本郷工区）

　（主）西城比和線黒谷工区は平成17年3月に合併した庄原市
の旧西城町と旧比和町を連絡する道路であり，地域の一体性の
確保や連携の強化のため整備を進めます。

（主）西城比和線（黒谷工区）

　平成15年4月に合併した大崎上島町内を循環する主要な幹線
道路であり，町役場や学校，フェリー乗場などを連絡する，住民生
活に欠くことのできない生活道路です。
　離島内の狭隘区間を解消し，通学生や高齢者など，歩行者の
安全を確保し，地域の生活環境の改善を図ります。

③合併後のまちづくりを支える道路の整備
（主）大崎上島循環線（盛谷工区）

地域を「支える」みち

今あるみちを「活かす」今あるみちを「活かす」

　（主）甲山甲奴上市線太郎丸工区は，未改良区間が多く残っ
ており，バイパス整備には多額の費用や長期間を要すること
から当該工区内において待避所を設置することにより交通支
障箇所の改善を図ります。

ｉ道路機能の有効活用
①既存道路の有効活用
（主）甲山甲奴上市線（太郎丸工区）［再生改良］

事後保全型：従来の方法による保全更新
予防保全型：アセットマネジメント導入による保全更新

※点検済みの4,118橋のデータを用いて今後60年間に必要とする保全更新費用を試算

整備前

整備前

整備前

整備前
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保全更新費用の累計

約５０％の
コスト縮減効果

予算の平準化

事後保全

予防保全

事後保全（累計）（累計）

予防予防保全（累計）（累計）

　今後，老朽化した道路施設が急
速に増加することから，道路事業修
繕方針（平成26年8月）に基づき，ア
セットマネジメントによる道路施設
の長寿命化を図り，道路網の安全
性・信頼性を確保するとともに，年
度毎の予算の平準化や総費用の縮
減に取り組みます。
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Ⅵ 計画の体系

4 つのテーマ 施 策 の 柱

「
社
会
資
本
未
来
プ
ラ
ン
」
で
示
し
た
将
来
の
社
会
資
本
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
て

社会資本整備の
重点化

社会資本ストッ
クの有効活用

社会資本の
適正な維持管理

社会資本
マネジメントの

３つの方針

総合的な
交通安全対策の推進

持続可能な
まちづくり

自立した生活が
できる環境の整備

防災・減災対策の
充実強化

集客・交流機能の
強化とブランド力向上

広域的な交流・
連携機能の強化

ひと・まちをひと・まちを
「つなぐ」みち「つなぐ」みち

暮らしを暮らしを
「守る」みち「守る」みち

地域を地域を
「支える」みち「支える」みち

今あるみちを今あるみちを
「活かす」「活かす」

広域交通
ネットワークの確立

集客・交流機能の
強化

災害に強い
道路ネットワークの

構築

地域の自立や
活力を支える
道路の整備

道路機能の
有効活用

安心できる
道路空間の形成
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Ⅵ 計画の体系

都市を支える道路の整備

合併後のまちづくりを支える道路
の整備

広域的な交流・連携基盤の構築

施 策 の 体 系

グローバルゲートウェイ（空港・
港）へのアクセス強化

物流機能の強化

観光産業への支援

安全な道路の整備

安心な道路の整備

豊かな生活環境の創造

中山間地域を支える道路の整備

戦略的な維持管理への転換

使えるハイウェイ施策の推進

交通需要マネジメントの導入

道路を通じた地域振興の推進

既存道路の再生改良

主 な 整 備 箇 所

「
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現

ひと・まちを
「つなぐ」みち

暮らしを
「守る」みち

地域を
「支える」みち

今あるみちを
「活かす」

【高規格幹線道路】

・中国横断自動車道尾道松江線（全線開通）
・東広島・呉自動車道（全線開通）
【地域高規格道路】

・国道2号　  三原BP（福山本郷道路），広島南道路
　　　　　    西広島BP（廿日市高架）
【広島高速道路】

・広島高速3号線（吉島～観音（商工センター））
・広島高速5号線
【グローバルゲートウェイ（空港・港）へのアクセス強化】

・国道2号　  東広島BP(瀬野西(仮称)～中野)
・(主)矢野安浦線（萩原～津江）
・(都)神辺水呑線（Ⅰ期）  　　ほか
【物流機能の強化】

・(主)呉環状線（郷原），(主)廿日市佐伯線（明石）ほか
【交流促進型広域道路】

・国道487号　警固屋音戸BP　　　　ほか
【国道１次改築，県道幹線道路１次改築】

・国道433号　廿日市拡幅
・国道432号　大仙BP　　　　　 ほか
【都市内道路：国道・県道幹線道路の２次改築，街路】

・国道375号　御薗宇BP（一部）
・(都)大洲橋青崎線（2工区）
・(都)長江線（3工区）
・(都)上原願万地線
・(都)佐方線（廿日市駅北土地区画整理事業）　　　ほか
【幹線道路・地域幹線道路】

・(主)高田沖美江田島線（高祖）
・(一)本郷停車場線（本郷）
・(一)佐木島線（向田野浦）
・(主)三次美土里線（上旭）
・(主)西城比和線（黒谷）　　　　　　ほか
［緊急輸送道路ネットワークの整備］

・国道186号　御園BP（一部）
・(主)大崎上島循環線（盛谷）
・(主)世羅甲田線（小国）　　　　　　  ほか
［交通安全対策事業］

・(主)吉田邑南線（吉田）
・国道375号（広）
・国道183号（山内）　　　　　 ほか
［道路の防災対策］

・国道191号（坪野），(主)府中上下線（河佐町）
・橋梁耐震補強（国道317号（尾道大橋）　　　    ほか
［既存道路の再生改良］

・(主)甲山甲奴上市線（太郎丸）（待避所設置）
・(主)馬木八本松線（飯田）（右折レーン設置）　　  ほか
［使えるハイウェイ施策］

・スマートIC　　　ほか
［観光活性化］

・観光ロード推進事業　・サイクリングロード推進事業
・尾道松江線周辺地域活性化推進事業　　ほか
［アセットマネジメントの導入］

・国道184号（新美波羅橋），国道261号（新庄中橋）   ほか
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